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小学校第5学 年 特色 ある教育活動 「三宅 島か ら学ぼ う」>4

「交流学習を軸に、地域の海や森 での体験活動 ・地域 で活躍す る人々か ら学ぶ

活動を通 して、郷土に生 きる誇 りを もち、学ぶ力 ・表現力を高め る指導の工夫」

〈検証事例2中 学校第1学 年 社会 「身近 な地域」>8

「地域 を題材に し、調査、発表 の学習を通 して、

自 ら学ぶ意欲を高め、表現力を豊 かにす る指導の工夫」

<検 証事例3中 学校第1学 年 社会 「近畿地方」>12

「パ ソコンやイ ンターネ ッ トを使 って 日本の諸地域につ いて調べ ることを

通 してその地域への興味 ・関心を高め、 自 ら学ぶ意欲を高め る指導の工夫 」

〈検証事例4中 学校第2学 年 国語 「いろはガルタの創作」>16

「地域素材を生か した いろはガル タづ くりを通 して、

郷土愛を育て、表現力を高め る指導の工夫」

〈検証事例5中 学校全学年 その他の活動 「地域学習」>20

「地域学習を通 して、 自分 で考え判断 し、主体的に

問題解決 してい く態度 ・能力を育て る指導の工夫」

VI研 究の成果 と課題 24

研究主題

1研 究主題設定の理由

体験的な活動を生か し、児童 ・生徒

の生きる力を育む指導の工夫

1生 きる力 につ いて

これか らの学校 は、生 きる力を育成す るとい う観点を重視 し 「自 ら学ぶ、 自 ら考える資質

や能力」を培 い、 「他 人を思 いや る心 、生命や人権を尊重する心、美 しい ものや 自然 に感動

す る心、郷土 や国を愛 す る心」をは ぐ くむことを 目指 してい くことが求め られてい る。

一方、へ き地の特性 として は、住 民の間に相互扶助の伝統が あ り、人 と人 とのっなが りが

密接であ る。 また、伝統 文化が継 承 され、豊かな 自然環境に恵 まれてお り、豊富な地域素材

が身近にある。 その反 面、過疎化 ・少子化 ・情報化の進展によ って、地域社会が変容 しっっ

ある。そのため、遊び相手の減少 やテ レビゲーム等の遊びの変化 によ り、子ど もたちが 自然
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に触れ る機会が少 な くなって きている。

そう した中で、へ き地校の子 どもたちの実態 として、素直 ・素朴 ・穏和であ り、学級 、異

学年、地域 の人たち との密接 な人間関係が保たれて いる、与え られ た課題 にはま じあに取 り

組 む、その反面、競 った り高 め合 った りす る体験 の不足か ら自主性 に乏 しく、 自分の考えや

気持 ちを表現する ことが不得手であ る、などをあげることがで きる。

以上の ことか ら、へ き地教育部会では、生 きる力を 「自 ら課題 を見付 け、進んで取 り組 も

うとす ること」 「自分の考えを もち、進んで表現 しよ うとす ることを通 して、お互 いを理解

し、尊重 しよ うとす ること」 「地域社会の一員 と しての 自覚や郷土 への誇 りを もとうとす る

こと」の3点 と して とらえ、授業実践を通 した研究活動 を進 めてい くことと した。

2生 きる力の育成について

児童 ・生徒の発達段 階か ら考え ると、生 きる力の育成には子 ど もた ち自身がわ くわ くす る

よ うな体験的活動を積 み重ねて い くことが重要である。生 きる力が身 に付 く過程 においては

様 々な課題が存在 し、困難が立 ちはだか るであ ろう。 しか し、子 ど もたちに とつてその課題

その もの、あ るいは困難の向 こうに見えているものが十分 に魅力的 な ものであれば、 目の前

に横たわる諸課題 に取 り組む意欲がわ き、課題解決のたあの工夫を 自ら進んで行え ると考え

る。 このよ うな活動 を繰 り返 し体験す る中か ら、 自 ら課題 を見付け、進んで取 り組 もうとす

る態度 ・能力を育 てることがで きると考えた。

また、 自分 自身の興味 ・関心に基づ いた題材 を選んで、調べ た りま とめた りす る体験的な

活動か ら、 自ら課題を見付 け、進んで取 り組 もうとす る態度が育つ とともに、作品を発表 し

相互評価す る活動を繰 り返す ことによ って、 自分 の考えを もち、進んで表現 しようとす る態

度 や、お互いを理解 し尊重 しよ うとす る態度が培われるであ ろう。 さ らに、地域を取材 しま

とめ る活動の中か ら、地域社会の一員 としての 自覚や郷土への誇 りを もとうとす る態度が は

ぐくまれ ると考えた。

以上の ことか ら、へ き地教育部会で は研究主題を、 「体験的な活動 を生か し、児童 ・生徒

の生 きる力を育む指導の工夫」 と設定 し、研究活動を進 めて い くこととした。

H研 究のねらい

興味 ・関心に基づ き、 自分で考え判断 し、主体 的に問題解決 してい く態度 ・能力を育てる。

皿 研究の仮説

1主 体的に課題 に取 り組み、解決 してい く学習活動 を通 して、 自 ら学ぶ意欲、学ぶ力が身に

付 くであ ろう。

2自 分の考えや思 いを もち、 それを表現す るとい う活動を通 して、 より思考が深ま り、お互

いを理解 し尊重 しようとす る態度が培 われ るであろ う。

3地 域を知 ることで、地域へ の関心が高 ま り、地域社会の一 員 としての 自覚や郷土への誇 り

を もっで あろう。
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IV研 究の全体構想

学校教育のねらい

①心豊かな人間の育成 ②基礎 ・基本の重視と個性を生かす教育の推進
③自己教育力の育成 ④文化と伝統の尊重と国際理解の推進

一 地域の特性 一 保護者の願い 一 一 児童 ・生徒の実態 指導の実態
*伝 統的文化の継承 *豊 かな人間関係 *素 直 ・素朴 ・穏和 *き め細かな児童 ・生
*豊 かな自然環境 *楽 しい学校生活 *異 学年間の密接な関係 徒理解
*過 疎化、少子化に *確 かな学力 *自 然に触れる機会が少 *豊 富な地域素材
よる地域の変容 一 *健 康で安全な生 な くな って きて いる *集 団的活動が比較的
*交 通が不便 活 *人 間関係が親密である 困難
*地 域と学校 との結 *地 域の一員 *与 えられた課題にはま *主 体的活動を促す指
びつきが強い *地 域の特性を生

か した教育

じめに取り組む 導の必要性
*自 分の考えや気持ちを

表現するのが苦手

1

平成 10年 度研究主題
体験的な活動を生かし、児童 ・生徒の生きる力を育む指導の工夫

1

研究のね らい
興味 ・関心に基づ き、自分で考え判断 し、主体的に問題解決 し
てい く態度 ・能力を育てる

【

目指す児童 ・生徒像
①自ら課題を見付け、進んで学習する。

②互いを尊重し、自分の考えや気持ちを表現できる。

③地域の伝統や文化、自然を学び大切にする。

5

研 究 の 仮 説
① 主体的に課題に取 り組み、解決していく学習活動を通 して、自ら学ぶ意欲、学ぶ力が身に付 く
で あろ う。

② 自分の考えや思いをもち、それを表現するという活動を通 して、より思考が深まり、お互いを
理解し尊重 しようとする態度が培われるであろう。

③ 地域を知ることで、地域への関心が高まり、地域社会の一員としての自覚や郷土への誇りを も
つ であ ろう。

1

検 証 事 例
①青梅一小 ②式根島中 ③氷川小 ④御蔵島中 ⑤五日市中

<学級新聞の発表 くごみを生か した くホームペー ジを 〈地域を題材にし <地 域素材を生か
を しよ う〉 地域学習〉 開 き、学 区を知 っ た課題選択、調査 した、いろはガル

小学4年 中学全学年 て もらお う〉 発表の学習〉 タの創作〉

学級活動 その他の活動 小学5年 社会 中学1年 社会 中学2年 国語

⑥檜原中 ⑦三宅小 ⑧霞台小 ⑨青梅二中

く近畿地方 一 パ 〈三宅島か ら学ぼ 〈資料館を作って 〈ダイヤグラムを

ソコンやイ ンター う 一 海 ・森 ・人 学芸員になろう〉 利用 した一次関数
ネ ッ トの活用 〉 のっなが り〉 の指導〉

中学1年 社会 小学5年 特色あ 小学6年 社会 中学2年 数学
る教育活動

1

授業の分析と評価を通した仮説の検証
研究のまとめと今後の課題
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V研 究の内容

<検 証事例 ・その1>

事例名 「交流学習を軸 に、地域の海や森での体験活動 ・地域で活躍する人 々か ら学ぶ活動 を

通 して、郷土 に生 きる誇 りをもち、 学ぶ力 ・表現力 を高める指導の工夫」

(小学校 第5学 年 特色ある教育活動)

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「三宅島か ら学 ぼ う一海 ・森 ・人のつなが り」

② 単元のね らい

ア 自分たちが生 きる島を、 自らの課題 に基づ きよ り深 く知 ることによ り、進 んで学習す る

意欲の向 上を図る。

イ 自らの課題に基づ いて学習 したことを交流学習を通 して分かち合 うことによ り、表現意

欲を高 めお互いを尊重 しあ う態度 を育成す る。

ウ 三宅 島の豊かな自然 にっいて学ぶ ことによ り、知 ることの喜びを深あ、 自然界への尊敬

の念をは ぐくむ。 自然 と人間の関係を学び、人間の在 り方 について考 え、地域の 自然や文

化を大切 にす る態度の育成を図 る。

2単 元を通 した授業仮説

ア 地域 の自然か ら学ん だ ことを課題 とし、体験学習で仲良 くなった高遠北小学校の子 ども

たちと共通の課題を分かち合 うことによ り自 ら学ぶ意欲 ・学ぶ力が身に付 くので はないか。

イ 自分たちが興味 ・関心を もった ことを基 に、 ビデオ レター作成や大人 と話 し合 うとい う

活動を通 して、 お互いを尊重 し自分の考えや気持ちを表現で きるようにな るので はないか。

ウ 生活に密着 した題材(海 ・森)を 扱い、その素晴 らしさを知る ことによ り自然 に対す る

尊敬の念を もっ ので はな いか。また、地域の方 々か ら話を聞 き意見を交換す ることにより、

地域で活躍 す る人 々の思 いや生きる姿勢 を学ぶ と同時 に人 とのっ なが りの大切 さに気付 き、

地域 に生 きる誇 りを もて るのではないか。

3地 域の様子

三宅島 は東京の南南西約180キ ロに浮かぶ周囲約33キ ロメー トルの火山の島であ る。人 口

は約3,900人 。集 落 は阿古 ・坪田 ・伊豆 ・神着 ・伊 ケ谷の5地 区に大 きく分 け られ る。6・

7月 の降水量 は多 い。

四季を通 じて人 々は海や山に親 しみ、児童 も自然か らの恵みを体験 している。地域で活躍

す る人々並びに保護者 は学校に対 して協力的であ る。

神 着のお しゃ く神社の祭 り、2年 に1度 の富賀神社大祭な ど地域の文化伝統が生 きてい る。

本校 は伊豆地 区にあ り神着、伊ケ谷、伊豆3地 区の児童が通学 している。児童数 は107名 。

地域 ごとに行事 も多 く、地域の 目は子 どもたちに温かい。

4児 童 の実態

男子12名 女子6名 計18名 の クラスであ る。素直な児童が多 い。海や山に親 しんでいるが、

自然へ の興味 ・関心 、生 き物への憧憬 などは十分だ とは言 い難 い。身近な植物 で遊ん だ り野

山に親 しんだ りは しているので、よ り深 く自然を感 じる心 ・自然を見 る目が育てば島の素晴
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ら しさに改めて気が付 くと思 うが、今は 目の前の豊かな 自然が 当た り前 に存在す るもの と し

て認識 している。

5単 元学習指導計画 における仮説 と検証の視点

時 指 導 計 画 各階段における仮説 検 証 の 視 点

1 高遠体験学習で信州の自然と文化 交流学習を通して自己を表現し相手を っなが りを大切に し、自己を表現 し
～ を体験し、児童との交流を深め、 尊重する態度が培われるであろう。 伝えようとしたか。(体 験学習並び
4 高遠北小との交流学習を開始す に ビデオ レター交換において)

る 。

5 「海 の プ ロ グ ラ ム 」 普段見ているはずの場所が、視点を変 サ ンゴや魚たちを興味深 く観察 し、

モイヤー先生 と長太郎池でサンゴ えることにより、生 き物たちの素晴 ら その素晴らしさに気付 くことができ
9月 を視点にした海中観察をする。 しさに気付 き興味 ・関心が深まるであ た か 。

中旬 (協 力:ジ ャ ッ クTモ イ ヤ ー 氏) ろ う。

6 長太郎池での体験を作文に書 く。 体験を文章表現す ることにより、よ り 興味 ・共感 ・感動を適切な文章で表
思考が深まるであろう。 現できたか。

7 作文をもとに個人の課題を決め 自分が得た感動か ら課題を決めてい く 作文の内容 と課題に関連があるか。
る 。 ことによって、進んで学習する意欲が

高まるであろう。

8 課題について調べる。 サンゴを取り巻 く環境などについて課 学習 した内容を把握 し、郷土への思
(本 ・ビデ オ ・新 聞 ・テ レ ビ ・取 題意識をもち考えが深まるであろう。 いを深めることができたか。

9 材等を通 じて)

10 ネ イチャーガイ ド海野義明氏との 海への思い ・姿勢、サ ンゴに関するこ 話 し合いで、自分の思いを表現する

話 し合い。 となどを話 し合 うことによって海への ことができたか。

思いが深まるであろう。

11 ビデオレターの返事を見て、作成 友達の声にこたえる形でのビデオ作成 相手の立場に立って内容を検討する

するビデオの内容を検討する。 のため意欲が高まるであろう。 ことができたか。

12 海とサンゴにっいて ビデオレター 自分の思いや考えを友だちに伝えよ う ビデオ制作をすることで思考が深ま

～ を作成する。 という試みを通 して、表現 したいとい っ た か 。

13 う意欲が高まるであろう。

14 「森 の プ ロ グ ラ ム 」 森林の発生初期段階で特定の樹木が多 オオバヤシャブシの特徴に気付 き、
森林の遷移が見られる場所(赤 場 い とい う こ と に 気 付 く こ とで 、 興 味 ・ パイオニア植物としての働きを理解

ll月 暁付近)で 観察を行 う。 関心が喚起され課題意識が芽生えるで し、森林の奥深さに気付 くことがで
初旬 (協 力:ア カ コ ッ コ館 レ ン ジ ャー あ ろ う。 き た か 。

日高哲二氏)

15 オオバヤシャブシを基点に森林の 特定の植物の目から森林の遷移を見る 森の偉大さに気付 き、植物の生命の

～ 遷移をまとめる。 ことによって感情移入ができ、 自ら学 営みに共感できたか。
17 ぶ意欲が高まるであろう。

18 ビデオレターの返事を見て、作成 友達の声にこたえる形でのビデオ作成 相手の立場に立って内容を検討する

するビデオの内容を検討する。 のための意欲が高まるであろ う。 ことができたか。

19 三宅の森にっいての ビデオレター オオバヤシャブシを中心にすることで 相手に伝わるように内容を精選 し効

～ 作成。 伝えたいことが明確になり、同じ生命 果的に組み立てることができたか。
20 としての植物について深 く考察できる

で あ ろ う。

21 海と森から学んだことにっいて話 海や森の学習か ら学んだ ことを話 し合 自分の意見をしっか りもっことがで
し合 う。 うことによって、考えを深めることが き たか 。

で きるであろう。

22 話し合いを基に身近な海や森がど 自分たちが生きる島の価値を知 り、主 意見交換を したことによって確固た
うあってほしいか、そのために自 体的な行動をとる意欲が生まれるだろ る意見をもち得たか。
分ができることを話 し合う。 う 。

23 学んだことを基に地域で活躍する 学んだことを表現 しようとすることで 自己を表現 しようとする気持ちが生
人々と話 し合 う準備をする。 より思考が深まるであろう。 まれたか。

24 「海 と森か ら学ぶ」 ●自ら学んだことを地域の方々と分か ●主体的に話 し合いに参加すること

本 地域の方々との話 し合い ち合 うことで郷土への思いが高まる ができたか。

時 (ジ ャ ッ ク ・モ イ ヤ ー 氏 、 で あ ろ う。 ・話し合 うことによって考えが深ま

海野義明氏、日高哲二氏、 ●話 し合いを通 して思考が深まるであ った か 。

西野直樹氏、村上 康氏) ろ う。
「
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6本 時の学習指導

(1)題 材 「海 と森か ら学ぶ(話 し合い活動)」

(2)本 時 の ね ら い ○既習の学 習か らまとめた ことを発表 し、 自分たちの テーマにつ いて話

し合 うことで進んで学習す る意欲の向上を図 り、お互いを尊重す る態

度を育成す る。

。助言者 と意見交換をす ることによって表現意欲を高める。

。話 し合 いの中で郷土の素晴 らしさに気付 く。

(3)本 時の授業仮説 。海や森での学習か ら設定 した課題を解決 した後、意見 ・考えを もちそ

れを もとに新たに設定 したテーマを助言者 と話 し合 うことによ って、

自己を表現 しお互 いの考えを尊重で きるであろ う。

。助言者 と話 し合 うことによって論点が定 まり表現への意欲が 向上 し考

えが深ま るで あろう。

。郷土の素晴 らしさに気付 き、それを担 お うとす る気持 ちが芽生 えるで

あろう。

(4》 展 開

教師 ・助言者の支援 ・指導 検 証 の 視 点
学 習 活 動

上の留意点 (方法)

主題を確認する。 助言者の紹介
導 今 日のテーマにつ いて
「海 と森か ら学ぶ」

モイヤー先生か ら

ジ ャ ッ ク ・モ イ ヤ ー 氏 ・海 野 義 明 氏(ネ イ

チ ャーガイ ド)・ β高 哲二氏 くア カコ ッコ館 レ

ンジャー)・ 西野直嶺 氏(西 野園芸経 営者)・

入 (ス ーパ ー バ イザ ー) 村上康氏(本 校PTA会 長)

海 と山にっ いての学習 を振

り返 り意見を発表す る。 既習した内容から根拠の
展 (児 童) ある発言を して いるか。
1.海 か ら学 ん だ グル ー プ ●助言者 は子 どもと対等 に (観察)

からの提案 話 し合 うことに留意す る。

話し合い
2.森 か ら学んだ グループ ・意見や考えを分か ち合 う

からの提案 ことに主眼を置 く。共感的

話し合い な態度で話を聞くことを心 他者の意見を尊重してい
3.宇 宙人 グループか らの が けさせ る。(児 童) るか 。(観 察)

開 提案 伝わ るよ うに話 している

話し合い か。(観 察)

4自 由討議

ま 助言者か らの感想 ・スーパ 授業を振り返り学んだ内
と 一バイザーか らの まとめ 容 について自分の思いを

め もっ ことがで きたか。
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(5)評 価

ア 子 どもた ちは既習内容 か らま とめた 自分の意見を しっか り発表 し、助言者が子ど もたち

が決めたテーマに沿 って意見を述べて くれたことで、相手の考えを尊重 じようとい う態度

が生まれ、助言者の意見の中か ら新たな課題をそれぞれが発見 し学 習への意欲が 向上 した。

イ 助言者が子ど もたちの思いを大切に して発言 して くれたので、子 ど もたちは話 の内容を

よ く理解 し自分の課題を解 決 しよ うと深 く考えた。子 ど もた ち自身が提案 したテーマだ っ

たので、 自分 の意見を発表 しよ うとす る意欲が高 まった。

ウ 助言者(郷 土で活躍す る人々)が 郷土への思い ・ア ドバ イス等をテーマに沿 ってわか り

やす く話 して くれたので郷土への理解が深 ま り愛着が増 した。世界 と三宅島の関係 にまで

話が及 び、 自然界のつなが り ・人間のつなが り ・世界 のっ なが りの大切 さまでを学ぶ にい

た った。

(6)授 業仮説に対 す る評価

身近 な海や森 での体験 的な学習か ら課題 を設定 し、 自ら調べ学んだ ことを もとにテーマを

決めたので子 どもたちは自信 を もって発言す ることが で きた。助言者 も子 ど もたちの思 いを

大切 に しなが ら発言 して くれたので、子 どもたちは真剣 に聞 き入 るとともに、 自分 たちの学

習を認める助言 者の発言に歓喜 した。三宅島に生 きる人 々の思 い、共 に未来を考 えて いこう

とい う姿勢、 自然の中での遊 び、お じい さんやおばあさんの知恵か ら学ぶ など、子 ど もたち

は新たな学びに 目を輝かせ、発言 してよか った と思い、 そ して、郷土の素晴 らしさとそこに

生 きる誇 りを学ん だ。

7成 果 と課題

長太郎池海 中観察では ジャック ・モイヤー先生 と海野義明氏、椎取 り神社の森林観察では

アカコ ッコ館 レンジャー 日高哲二氏の協力を得た。三宅島の 自然に精通 してい る方 々に案内

していただ きわか りやす く説 明 していただいたので学習意欲が高ま り、子 どもたちは自 らの

課題 を もち、調べ考え ることがで きた。

調べ方 も、資料、テ レビの活用、モイヤー先生 や海野義明氏へのイ ンタ ビューなど多岐 に

わたった。 さらに、調べた こ とを高遠北小学校の子 ど もたち と分か ち合 うとい う交流学習を

通 して課題解決への意欲、表現への意欲 も高 まった。

この単元の まとめの授業で ある 「海 と森か ら学ぶ」では、子ど もたちが既習内容か ら設定

したテーマにつ いて助言者(地 域 で活躍す る大人 たち)と 話 し合 うことによって意見 を交換

す ることがで き、お互 いを尊重する態度が育成 された。子 ど もたちは助言者の発言か ら新た

な学 びを得た。 また、子 どもたちの表現力は高 く評価 された。

課題 と して、本時が100分 にわたる長時間であ ったたあゲーム的 な時間 も組み込んだ方が

よか ったと思われること。 ビデオ レターが調べ学習を支えて いたわけで あるか ら、 「海 と森

か ら学ぶ」の話 し合 いの授業 もその交流学習 におけ る意味付 けが ほ しか った点などで ある。

検証授業後の協議会に助言者や地域の方に参加 していただ き貴重な ご意見をいただけた こ

とは大 きな収穫である。 これか らは教師が子 ど もたち と地域 の素晴 らしい人材 ・自然素材を

結びつけるコーデ ィネーター的な役割を果た して い くことも大切 と考 える。
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〈検証事例 ・その2>

事例名 「地域 を題材に し、調査、発表の学習を通 して、

自ら学ぶ意欲を高め、表現力を豊かにする指導の工夫」

中学校 第1学 年 社会(地 理的分野)

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「身近な地域」(地 理的分野)

② 単元のね らい

ア 地域における諸問題 か ら主体的に課題を選択 し、取 り組む 力を伸ばす。

イ 観察、調査 のね らい、方法 を理解す る。

ウ 観察、調査 した内容をま とめ、発表す るカを伸ばす。

2単 元 を通 した授業仮説

ア 自分で課題を見付 け、解決 して い く過程 を通 して、 自ら学ぶ意欲、学ぶ力が身 に付 くで

あ ろう。

イ 自分で出 した結論の発表方法を工夫す るとともに、互 いの発表を聞 くことによ って、よ

り思考が深 ま り、豊かな表現力が身に付 くであろ う。

ウ 互い に発表を評価 し合 う過程の中で、互 いを理解 し尊重す る態度が培 われるであろ う。

工 地域を題材 として調査、観察す ることで、地域 に対 しての関心が高ま り、地域社会の一

員 としての 自覚や郷土への誇 りを もっであろ う。

3地 域 の様子

御蔵島は東京か ら200km離 れ、周囲17km、 面積20k㎡、 中央には850㍍ の御山をいただき原生

林が多 く残る自然豊かな島であ る。 しか し、平地が少な く農作物の収穫はわずかで、また船

を常置す る港が ないために漁業 も盛んではな い。その中で、古 くか らツゲ材の搬出が産業の

根幹をな してお り、林業に依存 して きた島で ある。 しか し、近年で は島の自然がマ スメデ ィ

アに頻繁に紹介 され、観光 シーズ ンには観光客が大勢訪れ るよ うにな った。

島には、小学校 ・中学校併設の本校が1校 。現在は児童15名 、生徒11名 が在籍 して いる。

地域 の学校 に対 する関心 は高 く、学校 に期待 され るところが多い。 また、島には高等学校が

ないため、中学校 を卒業す るとだれ しもが島を出ることにな り、生徒 の生活面 の 自立 とい う

課題 も背負 ってい る。

4生 徒の実態

対象学級 の生徒 は発言 も積極的で授業に も明 るく前向 きに取 り組み、活発 な雰囲気が ある。

しか しなが ら、 自分で課題を見付 け考察す るといった自主的な面が弱 く、また良 く考えず に

思い付 きで発言す ることが多 く、資料を多面的 に判断す ることには、 まだ慣 れて いない面が

見 られ る。
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5単 元学習指導計画における仮説と検証の視点

時 指導計画 各段階における仮説 検証あ視点

1 地域 を題材 にテーマ

を選択 し、生徒 各 自

に課題を考え させ る

生徒 たちの興味 ・関心 に基づ いた

テーマを選ぶ ことで、学習 に対 し

意欲を もって取 り組むであろ う。

積極的にテーマ選択に参加

し、 自分の課題を決め るこ

とがで きたか。

2 調査 ・観察 の方法、

資料の選択 につ いて

考 え仮説をたて る。

課題を解決す るために必要 な準備

を考え る ことで、資料活用の力、

思考力が身 に付 くであろう。

課題 を解決す るため に多面

的 な 資料 を選 択 して い る

か。

90

●

4

課題 によって、必要

な資料 を収集 した り

聞 き取 り調査、野外

観察を行 う。

調査や観察 によって、自分の課題

について多面的な思考が深 まるで

あろう。

地域調 査によ って、地域 に対 して

の関心や理解が高 まるであろ う。

課題について、多面的 に判

断 し思考 して いるか。

積極的 に地域 について調査

観察を しているか。

5 互 いの情報交換をす

る。(中 間報告)

お互いに調べた方法、内容 などを

検討 し、 より良 い方法を考え るで

あろ う。

互 いの良い ところを学び合

う姿勢が身に付 いたか。

ρU

7

(3・4時 と同 じ)

8 発 表 の 方 法 を 考 え

る。

発表方法 を工夫す ることにより、

表現力が身 に付 くであろ う。

聞 き手の立場 にな って発表

方法の工夫 を してい るか。

9

・

10

本

時

発表を行 う。

各発表に対 して、質

問 ・改善点 ・感想 を

提 出す る。

自己評価を行 う。

相互評価 によ って、互 いを理解 し

尊重す る態度が育つであろ う。

また、テーマにつ いての理解が深

ま り、表現力が豊かになるであろ

う。

互 いに良 さを認め、改善点

を考え ることがで きたか。

11 課 題 に つ い て 再 考

しレポー トにまとめ

る。

相互評価を参考に、課題や調査 ・

発表方法を再考 し、思考が深まる

であろ う。

改善点を受けて課題を見直

し、よ り思考を深め ること

がで きたか。
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6本 時の学習指導

(1)題 材 「御 蔵島の環境問題 を考えよ う」(単 元 「身近 な地域」)

② 本時のね らい

ア 発表を通 して豊かな表現力を伸 ば し、相互 に高 め合 う姿勢を育て る。

イ 他者の意見を聞 き尊重す る態度 を もち、 自分の意見を向上 させてい く姿勢 を育て る。

(3)本 時の授業仮説

ア 互 いの発表 を聞 くことで、表現力が豊か にな り、郷土にっ いての理解 が深まるであろ う。

イ 相互評価によって、互 いを理解 し尊重す る態度が培われ るであろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導 本時の流れを確認する。 発表の方法、発表を聞く上での注意

入 事項を確認 させ る。 (観察)

課題 ごとに発表す る。 司会 として、発表者の補助を行 い、 聞く人に分かりやす

展 ① 「ダイオキ シン」 聞 く者の態度に も注意す る。 い発表 であ ったか。

② 「海の水質汚染」 (観察)

③ 「海のゴ ミ問題」 (発 表 レポ ー ト)

良 い点、改善点を聞 き出 しなが ら、 互いに良 さを認め、

自己評 価 、 相 互 評 価→ 発表の良い点を板書し、肯定的に評 改善点を考えること

開 良い点、改善点を発表す 価 す る。 がで きたか。

る。 (感 想 カ ー ド)

まと 中間報告との比較をする 質問、改善 点を受 けて、 自分の結論 (総合評価表)

め 次回の予定を確認する。 を再考す ることを確認す る。

(5)評 価

ア 他者の発表を 自分の表現方法の参考 にす ることがで きたか。

イ 相互評価の中ですべての生徒が各発表を肯定的 に評価 し、他者を尊重す る態度が見 られ

たか。また、他者の評価を参考 に して 自分の意見を再考す ることがで きたか。

7成 果 と課題

単元の導入でア ンケー トを取 って郷土に関す る興味 を調べたが、 その興味が生徒 にとって

は自分で調べてみたい とい う強い意欲 には必ず しも結び付 いてはいなか った。 しか し、中間

報告でお互 いの内容 を知 り、方法 を学 び合い、評価 し合 った後では、すべての生徒が他者 の

意見や発表を参考に 自分 の意見を修正 し、取 り組み もよ り意欲的にな った。そ うい う意味で、

調べ る途 中に中間報告 を行 った ことは有効であ った。 この ことか ら、導入の段階で 自分が調

べ ることが ど うい う結 果にっなが るか という見通 しを もて るよ うな指導を、生徒集団の意識

に応 じてよ り工夫す る必要があ ると感 じた。 さらに、 この調査学習の方法を繰 り返す ことに

よ って、今回の経験が 活かされ、学習への興味や意欲が増 し、学ぶ力 も向上す ると考 える。
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発表で は、他者か らの評価を授業後 にプ リン トとい う形で受け取 るだけでな く、即時 に色

カー ドで4段 階に総合評価 させて黒板 にはるとい う形式 を とることで、 自分の発表が他者に

どう評価 されたのかがす ぐ分か るよ うに した。 これ らの方法 は、 自分 の良か った点 や改善点

が明確 にされ るので、調査方法や発表の内容 ・方法にっ いて再考す る ことに役 立 った。そ し

て、良 い評価 を受 けた生徒は喜 び、 自信を深 め 「また、や りたい」 というさらな る意欲にっ

なが った。一方、評価が良 くなか った生徒 も、 自己評価で は 「次 は頑張 る」 と意欲をみせて

くれたが、 これ らの生徒 には、意欲が失 うことのないよ うに授業 中や授業後 に個別 に自信 を

もたせ る指導が必要にな る。 また、評 価が提示 され る色 カー ドにっ いて は、生徒の心理状況

を考え、黒板 にはる色カー ドを良 い点 と改善点の別 の2種 類には り分 けるとい う方法 も考 え

られ る。 さ らに、他 者によ り良 く伝え る、 プ レゼ ンテーシ ョンの方法を社会 の専 門的な分野

の人の話や視覚的な もの(接 客や販売 ビデオ など)を 利用 して、学ぶ ことも考 え られ る。

今回の授業で生徒 は郷土の ことをよ り深 く理解す ることができた。 さ らに少数の生徒で は

あるが、自分で何が で きるか とい う郷土を構成す る主体的な一員 と しての意識 を高めて くれ

た。今後 はこの意識 を保 ち続け、 さらに実際的な場面で生かせ るよ うにす るためには、イ ン

ターネ ッ トな どで他地域 に情報を発信 し自分の地域 との比較を行い、課題 につ いて さらに理

解を深めたり、地域 と協力 して地域の方 々への呼 び掛けやボラ ンテ ィア としての清掃活動な

どの学校外の活動 を行 うなど指導 の工夫が考 え られ る。
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〈検証事例 ・その3>

事例名 「パ ソコンや イ ンターネ ッ トを使 って 日本の諸地域 について調べることを

通 して、その地域への興味 ・関心を高め、 自ら学ぶ意欲 を高める指導の工夫」

中学校 第1学 年 社会科(地 理 的分野)

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「近畿地方」

② 単元のね らい

ア 興味 ・関心 に基づ き、 自ら進んで必要 な情報を集め、 まとめ ることがで きる。

イ 集あた情 報を もとに、班 ごとに工夫を こらし、 よ く話 し合 いなが ら発表用の作 品をっ く

ることがで きる。

ウ 班 ごとにつ くった作品をパ ソコ ンを使 って、効果的に発表す ることがで きる。

2単 元 を通 した授業の仮説

主体的 にいろいろな方法(例 、イ ンターネ ッ ト)を 使 って、調査 ・研究 を してい く学習活

動を通 して、 自ら進んで学習 しよ うとす る態度が養われ るで あろ う。また、班 ごとの作品づ

くりを通 して、お互 いを理解 し尊重 し合い、よ り良 いものをっ くり効果的 に発表 しよ うとす

る態度が培われ るであろ う。

3地 域の様子

東京の西端、島部を除 けば東京都唯一の村。秋川の源流が 二っ に分かれて流れ、大 自然の

恵みの中、明治22年 の立村以来百有余年、村の名称 ・区域 も変 わ らないまま続 いて きた。東

西18キ1]、 南北12キ ロで総面積の93%が 山林におおわれていて、学術的に も貴重な 自然が残

されて いる。かっては、林業 に頼 って いたが、最 も奥の地区である数馬 か ら奥多摩 湖へ抜 け

る周遊道路 の開通や、最近 のアウ トドアプーム もあ って、多 くの観光客が訪 れるよ うにな り、

村内で も観光産業を盛 り上 げてい こうとい う動 きが盛んにな って きてい る。 中学校は村内で

は檜原中学校が唯一 の中学校で、全校生徒101名 の小規摸校であ る。

4生 徒の実態

村内には小学校が1校 、 その分校が1校 ある。生徒の ほとんどがその2校 か ら中学に進学

して きている。 そのため生徒間では極端 な上級生 と下級生の上下意識がな く家庭的であ る。

生徒 は純朴、素朴でお とな しい傾向にあ り、与え られ た課題 にはま じあに取 り組むが、 自分

の考 えや気持ちを表現す るのが苦手な子 どもが多い。

生徒の ほとんどは豊かな自然 に接 しなが ら育 って きて いる。住んで いる家の周 りは もとよ

り、小学校や中学校 のす ぐ近 くの山や川で も都会では考え られないほどの豊かな自然 に恵ま

れてい る。ただ、 こうした 自然の豊か さの中で、かえ って この貴重 な財産の価値が見えな く

な っている実態 もある。村外の者か ら檜原の自然の素晴 らしさを指摘 され、あ らためて納得

す る生徒 もい る。

一12一



5単 元学習計画における仮説と検証の視点

時 指 導 計 画 各 段 階 に お け る 仮 説
、

検 証 の 視 点

1 今後の学習計画の説 ・学習の内容 や 目標を理解す ること ●今後の学習内容 ・目標

明を受 けて、目標を によって、今後の学習に対す る意 を理解す ることがで き

もつ 。 クラス の話 し 欲 を もつであろ う。 たか 。

合 いの中で、学習班 ●よ り良い グループ活動 のための話 ●よ り良 い班活動のため

を っ くる。 し合 いを通 して、お互 いを尊重 し の意識が生 まれたか。

協力 してい く姿勢が生まれるであ

ろ う。

2 ビデオをみたり白地 ・ビデオをみた り白地図の作業 を通 ●近畿地方の概略を知る

図の作業 を通 して、 して、近畿地方の概略を知 り、興 ことがで きたか。

近畿地方の概略を知 味関心が高 まるであろう。

る 。

3 班 ごとに話 し合い、 ●生徒たちの興味 ・関心 に基づいた ●生徒一人一人が積極的

どの府 ・県につ いて 話 し合いを通 して、調査 ・発表を に課題選択 に参加 し、

の調査 ・発表を行 う 行 う府 ・県を選択 して い くことに 話 し合いが行われた

か決定す る。 より、お互 いの意見を尊重 し、物 か 。

調べる計画や方法を 事を決定していく態度が身に付 く ●計画や方法 を話 し合 う

考 え る。 で あ ろ う。 ことで今後 の活動への

・計画や方法 を考え ることで、学習 意欲が生まれたか。

への主体的な意欲が増すであろ

う 。

4 イ ンタ ーネ ッ トや パ ・新 しい情報の集 め方やパ ソ コンを ●意欲を もって、主体 的

ソ コ ンソ フ トの 使 い 利用 したプ レゼ ンテー シ ョンの方 に学習に取 り組めた

方 を学習す る。 法 を学習す ることによ り、学習へ か 。

(T・Tの 利 用) の意欲が増す であろう。

5 計画や方法にの っと ・お互 いに作業 を分担 した中で、そ ●個 々の作業 と班での話

● って、必要な資料を れそれの生徒が主体的に学習活動 し合 いを繰 り返す中で

6 収集 した り、調 査を に参加す ることがで き、活躍で き 協力 して一つの ものを

●

ノ ー ワ

何 つ。 るで あ ろ う。 つ くり上 げようとす る

7 (T・Tの 利 用) 意欲が高 まったか。
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時 指 導 計 画 各 段 階 に お け る仮 説 検 証 の 視 点

8 収集した資料を基に ●必要な情報を効果的にまとめてい ●積極的に意見を出 しな

● 協力して効果的なプ く能力が身 に付 くであろう。 が ら、協 力 して作品づ

9 レゼ ンテ ー シ ョンの ●発表方 法を工夫す ることによ り、 くりがで きたか。

● た め の 作 品 をつ く 表現力が身 に付 くであろう。 ・聞 き手の立場 になって

10 る。 発表方法を工夫してい

● 発表の方法を検討す たか 。

11 る。

12 班ごとに発表を行 ・パ ソコ ンを使 った プ レゼ ンテ ー シ ●お互 いに良 さを認 あ、

本 う 。 ヨンを効果的に行 うことによって 評価 し合 うことが でき

時 各発表 に対 して、評 表現力が豊かになるであろ う。 たか 。

価 し、感想を提出す ・相互 に評価 し合 うことによ って、 ●聞 き手 の立場にな って

る。 相手 を正 しく理解 し、良 さを認め 発表の工夫がで きた

尊重 しよ うという態度が身に付 く か 。

で あ ろ う。

13 班ごとに感想や評価 ●他人の評価や感想 ・ア ドバイスな ●新 しい課題を発見 し次

を参考にしながら今 どを参考 に 自己評価す ることによ へ の ステ ップ と し、 新

回の学習活動につい って、新 たな学習活動への意欲 が たな学習活動への意欲

ての反省を行 う。 高まるであろ う。 が 高 ま ったか 。

6本 時の学習指 導

(1)題 材 「パ ソコンを使 って近畿地方につ いて発表 しよ う」

② 本時のね らい

・パ ソコンを使 った発表を通 して、豊かな表現力を培 う。

・他者の意見を聞 き尊重す る態度 を もち、 自らを向上 させて い く姿勢を養 う。

●班で協力 し効果的な発表を行 うことを通 して、主体的な学習活動への意欲を高め る。

(3)本 時の授業仮説

・お互 いの発表 を聞 き、互いに評価 し合 うことで表現力が豊か にな り、他 者の意見を尊重す

る態度が養われ るで あろう。

●班 で協力 し効果 的な発表を行 うことを通 して、主体的 な学 習活動への意欲が高 まるであろ

う。

一14一



(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証あ視点(方 法)

導 本時の流 れを確認す る。 発表上の注意や聞く上での注意事項

を確認 させ る。

入 リラ ックス して発表できるよ うな雰

囲 気 を っ くる。

班 ごとにパ ソコンを使 っ 司会 として、各班の発表の補助 を行 豊かな表現で、効果

て プ レゼ ンテ ー シ ョ ンを い、聞 く者の態度に も注意す る。 的な発表ができた

展 行 う。(三 重 ・大 阪 ・滋 か。(観 察)

賀 ・京 都 ・奈 良 ・和 歌 数名の生徒や出席された先生方から お互 いに評価 し合 う

山) の評価や感想などを聞 きなが ら、各 ことで、相手を尊重

各発表 ごとに、良い点 ・ 発表 につ いての評価(ほ める)を す し、また良い評価を

ア ドバ イ ス ・評 価 を カー る 。 受けて今後の学習活

開 ドに記入す る。 動への意欲 が高 まっ

たか 。

(感 想 カ ー ド)

ま 今回の学習活動をまとめ 全員の活動 をプラスに評価す る。 お互いの頑張 りをプ

と た ビデオを観 る。 ラ ス に 評 価 で き た

め か。(ビ デオ上映)

総合評 価を受 ける。 最 も高い評価を受けた班を表彰す

る 。

(5)評 価

ア パ ソコンを使 った発表を通 して、豊か な表現力を培 うことがで きたか。

イ 他者の意見を聞 き尊重す る態度 を もち、 自らを向上 させてい く姿勢を養 うことがで きた

か。

ウ 班 で協力 し効果的 な発表を行 うことを通 して、主体的 な学習活動への意欲 を高め ること

がで きたか。

7成 果 と課題

今回の学習活動 は子 どもたちの興味 ・関心 を起点 とし、 イ ンターネ ッ トな どを利用 して調

べた ことをパ ソコンを使 って効果的 に発表 し合 うとい うものであ った。 こうした体験的学 習

活動 は、子 どもたちのや る気 を大 いに刺激 し、主体的な学習への意欲を高め ることがで きた。

発表後 のア ンケー トに も全 員の生徒がr楽 しか った。 またや りた い。』 と回答 してい る。 今

後の課題 と しては相互評価の仕方 を もう少 し工夫 し、他 の人の見方 ・考え方に触れ、 もう一

歩 自分の考えを深め ることが で きるよ うな方法 を考えてい きたい。
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<検 証事例 ・その4>

事例名 「地域素材 を生か したいろはガルタづ くりを通 して、

郷土愛 を育て、表現力を高める指導の工夫」

中学校 第2学 年 国語

1単 元名 とねらい

(1)単 元名 「いろはガルタの創作」

(2)単 元のね らい

ア 興味 ・関心 に基づ き、 自ら進んで身近な地域の素材を集め、ま とめることがで きる。

イ 集 めた地域素材の中か ら、 自分達 とかかわ りの深い特色あ る題材 を選 び、班 ごとに考え、

表現を工夫 し、カル タを創作す る ことがで きる。

ウ 班 ごとにつ くった作品を発表 し合 うことが できる。

工 身近 な地域を題材 とす ることによ り、地域 に対す る興 味 ・関心を高めることがで きる。

2単 元を通 した授業の仮説

自分たちの住んでいる地域を題材 として活用す ることで、地域への興味 ・関心を高め、 自

ら課題を見付 け、主体的 に学習 しようとす る態度が養われ るであろ う。 また、班 ごとの作品

づ くりや クラス内の発表を通 して、お互 いの意見を尊重 し、 自分達の表現をよ りよいものに

創意工夫 しよ うとす る意欲が増すであ ろう。

3地 域の様子

あ きる野市は、平成7年9月 に旧秋川市 と旧五 日市町 とが合併 してで きた市である。なか

で も旧五 日市町 は、都心 より西方約50キ ロ、奥多摩山系の入 口に位置 し、その約80パ ーセ ン

トが 山間部で、秋川渓谷の要所 と して発展 して きた。かって は、多 く商人が集ま り、五 と十

のつ く五 日ごとに 「市」を開 いていた ことか ら 「五 日市」 とい う名が生 まれた。 自然 に恵 ま

れ、歴史 や伝統のあ る町 と して四季を問わず人気が あり、訪 れる観光 客 も多 い。

本校の学 区域 は広域で、大 き く小宮 ・戸倉 ・五 日市の三地 区か らな り、特 に遠距離 の生徒

は、路線バスや 自転車 を利用 して通学 している。教育 に対する保護者の期待 と関心 は高 く、

熱心であ る。古 くか らの居住者 も多 く、世代を越え地元をあげて参加、協力を惜 しまない。

その他、地域 とかかわ りの深 い代表的な もの と しては、例年9月28～30日 に行われ る地元

の古社、阿伎留神社の祭礼 の 「中学生神輿」の参加が ある。生徒有志で祭 り実行委員会を組

織 し、地域の方 々の ご指導 とご協力の もと、3日 間大変 な盛 り上が りをみせ る。

また、歴史的に特色 ある もの と して は、宮城県志波姫中学校 との交流会があ る。 これは 自

由民権運動が盛んだ った明治14年 に、地元の青年 たちと当時教師 と して迎え られた旧仙台藩

士、千葉卓三郎 によって私擬憲法中屈指 の 「五 日市憲法草案」が生 まれ、 それが もとで草案

者卓三郎の出身地、志波姫町 と友好姉妹都市関係が結ばれ、年一回生徒会や部活動 などを通

じ、市 内の中学校 と親交を深めて いるものである。

4生 徒の実態

全体的 にま じめで明 るく、素直であ る。部活動や生徒会を中心 とす るボラ ンテ ィア活動、

学校行事な どに も積極的に参加 してい る。

しか し、授業においては、やや受 け身で、 じっ くり文章を読 んで内容をま とめた り、人の
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意見を聞いて 自分の考えや気持 ちを発表 した りす ることが苦手である。 さ らに、与え られた

課題 に対 してはま じめに取 り組むが、 自ら進んで課題をみっけ、解決 しようとい う意欲が不

足 している。

また、生徒 たちは、文化財の宝庫 ともい うべ き伝統のあ る町に住んで はい るが、近年、核

家族化が進 み、普段それ らの歴史 や文化 に触れ、学ぶ機 会が少 な くな って きたことな どか ら、

身近 な地域 の良 さ、素晴 らしさにあま り気付いていない。 これ らを踏 まえ、恵 まれた地域素

材を活用 し、主体的な学習がで きるよ うな指導を工夫 してい きたい。

5単 元学習指導計画 における仮説 と検証の視 点

時 学 習 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

1 ● 「い ろは うた」 が ど う ●学習目標や学習内容を理解する ・学習 目標 を理解す る

い う もの な の か を 知 ことによ って、今後の学習に対 ことが で きたか 。

り、 各 自、 事 前 に調 べ す る心構えを もっ ことがで きる ・必要な地域素材を集

ておいた地域素材を用 で あ ろ う。 め 、 地域 に興 味 ・関

いて これ か ら実 際 に ●事前に 自分たちで調べた地域 の 心を示 し、学ぼ うと
「いろはガル タ」を創 素材 に触れ ることによ り、郷土 いう意欲 を もっ こと

作す るという目標 を も に対する意識が芽生えるであろ がで きたか。

つo う 。

2 ●あ らか じめ調べ ておい ・特色 ある素材 を選び出す ことに ・題材 を設定す ること

た地域素材を持ち寄 よ って、郷土 に対す る興味 ・関 によ り、課題意識を

り、その中か らみんな 心が高 まるであろ う。 もっ こ とが で きた

に共通 した特色のあ る ・題材が決まることによ り、進ん か 。

ものを題材 として選び で カル タを創作 しよ うという意 ・課題 に積極的 に取 り

だす 。 欲が湧いて くるであろ う。 組 もうとい う意欲が
・各 ク ラ ス6班 に分 け 、 高 ま った か。

各班でどの題材をカル

タに用いるか決め る。

3 ●いろはガル タの作 り方 ・身近 な地域を題材 とす ることで ・主体的に課題に取 り
● と留 意 点 につ い て 学 進んで取 り組 もうとい う意欲が 組 む こ とが で き た
4 ぶ 。 高 ま るで あ ろ う。 か 。

● ・班 ごとにいろはガル タ ●班の中で話 し合 いに参加 し、意 ・お互 いの考 えを尊重

5 を創作す る。 見交換をす ることで、お互 いの し、 自分たちの表現
● ●発表の準備(発 表 カー 考えを尊重 し、表現 をよ りよい をよりよ く工夫す る

6 ド、大判カルタ作 り) ものに工夫 したカルタの創作が ことが で きたか 。

をす る。大判 カル タは で き るで あ ろ う。 ・お 互 い に協 力 し、発

読み札と取り札(絵 ・カルタ作 りや発表の準備をす る 表に向けて進んで課

札)を1枚 ずっ作成す こ とに よ り、 お互 い に協 力 し、 題を解決 しようとす

る 。 課題 を解決 していこ うとい う態 る意 欲 が 高 ま った

度が養 われ るであろ う。 か 。

7 ・発 表 ・鑑 賞 ・批評 ・創作 した ものを発表 し、お互 い ・他の班の発表を聞 き

● (2班 ずっ発表する。) に感想 を出 し合 うことによ り、 自分の意見や感想を
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8 表現力を高め、相手を理解 し、 出 し合 うことによ っ

( 尊重しようという態度が身に付 て、表現力を高 め、

本 くで あ ろ う。 互いを尊重する態度

時 ●郷土の特色を、短 いカルタの中 が養 われたか。
) でわかりやすく工夫して表現す ・身近な地域を題材と

● ることにより、郷土 に対す る愛 して表現す ることに

9 着が高 まるであろ う。 よ り、地域 に対 す る

興味 ・関心を高め る

ことがで きたか。

10 単元のま とめをす る。 ・完成 した作品を改 めて鑑賞 し、 ・自 ら進んで学習 し、

●各班 の作品を提示 し、 カルタ作りの苦労や面白さを実 地域 の一員 と しての

学習内容を振 り返 る。 感す ることにより、 自ら課題 を 自覚や郷土への誇り
●完成した作品を冊子に 見付け、進んで学 習 しようとす を もっ ことがで きた

まとめ ることを予告す る態度 が養われ るであろう。 か 。

る。発展学習 と して、 ●いろはガルタが完成す ることに

カルタ取り大会などに よ り、地域 を身近 に感 じ、郷 土

も挑戦 させ たい。 への愛着が増すであろ う。

6本 時の学習指導

(1)題 材 「創作 したrい ろはガルタ』の発表」

② 本時のね らい

ア 班 で協力 し、相手 にわか りやす く伝え られ るよ うな発表をす る。

イ 各班 の発表を聞 き、自分の意見や感想を もっ。

ウ いろはガル タに盛 り込 まれた地域素材か ら、地域への興味 ・関心を高 める。

(3)本 時の授業仮説

ア 身近 な地域を親 しみのあ るカル タを通 して表現 し、鑑賞す ることによ り、 自 ら考 え、主

体的に取 り組む態度、能力が養われ るで あろう。

イ 作品を発表 し、お互いに意見や感想 を交換す ることによ り、表現力を高 め、相手を理解

し、尊重す る態度が育 っで あろ う。

ウ 地域素材を用 いることによ り、地域へ の興味 ・関心を高め、郷土 に対す る愛着 も深ま る

であろ う。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検 証 の 視 点

導 ●前時までの学習内容を ●前時までの学習内容を確認す ・自ら進んで学 ぼ うと

入 確 かめる。 る 。 い う意欲を もっ こと

10 ●本特 の流れを確認 し、 ●本時の学習内容 を明確に し、学 がで きたか。

分 発表 の準備をす る。 習意欲を もたせる。 (聞き取 りメモ ・感想
●発表の準備を し、聞 き取 りメモ カー ドの用意)

を取 り、感動カー ドの書 き込み

を行 うことを確認 させ る。
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展 ・2班 が発表す る。 ●発表者の声の大きさや話す速 ・班の中で各自役割分

開 〈発表内容〉 さ、説 明の仕方が適切か どうか 担を し、協力 して相
30 ①創作カルタの発表 確認 させ る。 手にわかりやすく伝
分 ②カルタに用いた地域素 ●発表を聞 きなが ら、意欲的にメ えよ うと工夫 してい

材の簡単な解説 モを取 り、感想 カー ドを書 いて るか 。

③創作上の苦労や工夫等 いるか確認 させる。 (発 表 カー ド)

④質疑応答 ●相手の立場 に立 った適切なア ド ・お互 いに意見や感想

〈鑑賞 ・批評〉 バイスがで き、 自分の発表 に生 を出 し合 うことによ
●発 表 ご とに、 感想 カ ー かせるよ うにさせ る。 って、相手を尊重す

ドに記 入 し、 評 価 す る態度が養われた
る 。 か 。

ま ・全体 のまとめをす る。 ●本時の学習を確認 させ る。 ・意欲的 な発表や聞き

と ●発表班 も感想カー ドに ●本時の学習内容が、次の発表班 取 りがで きたか。
め 記 入 す る。 他 の 班 よ へ生か され るよ うにす る。 ・郷土 に対す る興味 ・

10 り、感想 カー ドを受 け 関心 を高め ることが

分 取 る。 で き たか。
・次時への予告をす る。

⑤ 評 価

ア 班で協力 し、相手 にわか りやす く伝え られるような発表がで きたか。

イ 各班の発表を聞 き、 自分の意見や感想を もっ ことがで きたか。

ウ いろはガルタに盛 り込 まれた地域素材か ら、地域への興味 ・関心 を高め ることがで きた

か。

(6)授 業仮説 に対す る評価

身近 な地域を素材 と して用いた ことによ り、主体的に取 り組 もうという意欲が増 し、地域

への興味 ・関心 も高 まった。 また、作品を発表 ・鑑賞 し、お互いの意見や感想を交換す るこ

とによ り、表現力を高め、相手を理解 し、尊重す る態度が養われた。

7成 果 と課題

今回、 自分たちの住んでい る身近な地域 に着 目 し、その中か らカルタの題材を選んだが、

地域 を調べ る過程で、今まで知 らなか った新 たな発見や驚 きが、た くさんあ ったよ うである。

この感動を どのよ うな言葉でカル タに表現す るか とい うことで、創作上の苦労 もあ ったが、

班の中で話 し合 い、創意工 夫を重ね、表現力を より二層高め ることがで きた。 さらに、お互

いに作品を発表 ・鑑賞す ることで、相手を理解 し、尊重す る態度や、地域 に対す る興味 ・関

心 も高 まった。事後ア ンケー トで も、地域の ことをた くさん知 った、みん なで協力 して楽 し

か ったとい う感想が多 く、主体的に取 り組む ことがで きた。 自分たちの地域を 「カルタ」に

す るとい うところに、親 しみを感 じ、意欲 も増 したようである。

今回の取 り組みを通 して 、子供 たちの興味 ・関心 に基づ いた主体的な活動を行 うためには、

地域の豊富 な素材を活用す る ことは重要であ ると感 じた。 また、 自分の考えや思いを表現す

る場で は、積極的な話 し合 い活動や発表活動をどの ように進 めて いった らよいか とい う課題

が残 り、そのためには、今後 もこれ らを生か した指導法の工夫が必要であ る。
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〈検証事例 ・その5>

事例名 「地域学習を通 して、 自分で考え判断 し、主体的に

問題解決 してい く態度 ・能力 を育て る指導 の工夫」

中学校 全学年 その他の活動

1単 元 とね らい

(1)単 元名 「地域学習」

(2)単 元のね らい

地元 に古 くか ら伝わ る生活 に密着 している、あ るいは密着 して いた さまざまな事柄を 自ら

調 べ、学び、や ってみ ることで地域を理解 してい く。 また、最近 どこの 自治体で もごみの問

題に頭を悩 ませて いる。 自然豊かな本島で も例外ではない。できれば、捨 てて しまっている

物 のなかに、工夫 によ っては生かせ る物が ないか といった ところに も着 目させ、環境問題 も

同時に考 え させ たい。 このよ うな活動 を通 じて生徒の もっ興味 ・関心を引 き出 し、主体的 に

問題を解決 して い く態度 ・能力を育む。

2単 元を通 した授業仮説

ア 式根島でかって、あ るいは現在 も行 われていた り、作 られて いた りす る事柄 について着

目す るであろ う。

イ その作 り方、や り方を聞き、 自分でできる部分を検討す るであろ う。

ウ 実行に際 して必要 な もの、あ るいは工夫を しな くてはな らない ものを含め、考え、まと

め、そろえることが で きるであろ う(ご み とな るもので も使え るものが あると考え るであ

ろ う)。

エ や ってみて、経験 した ことを グループで まとめることによ って、 自己表現能力 も伸 びる

であろ う。

3地 域の様子

式根島は人の住む伊豆諸島の中では一番面積が狭 い。 しか し、本島は リアス式海岸、 白砂

青松 に恵まれ た美 しい島であ る。本校 はその式根 島の ほぼ中心 に位置す る。昨年度創立50周

年 を迎え、盛大な記念行事が行われた。 島の開島か らも110年 ほどたっ。 島の産業 と して は

漁業、観光、土木工事 関係等があげ られ る。島民の教育に対す る熱意や理解度は非常 に高 く、

学校教育 に対 して常 に協力的であ る。現在では東京か らの船が毎 日、新 島へ行 き来す る村営

船が1日3便 、下田か らの船 は水曜を除 く毎 日就航 し、以前 に くらべ交通の便はよ くなった

が、天候によ って欠航す る点 は前 と変 わ らない。 ほとん どの生徒は中学校を卒業すると島を

出る。島の人口は年々減少 してお り、平均年齢 も高 くな っている。

4生 徒の実 態

各学年 と も小人数で構成 されて いる。 〔全校生徒数17名/1年3名(男 子のみ)、2年8

名(男 女各4名)、3年6名(男 子5名 、女子1名)〕 。生徒たちは保育園か らの メ ンバーが

ほとん ど変 わ らない こともあり、お互 いによ く理解 している。 また、学年間の上下の関係 も

ゆるやかで、全員が友達 といった雰囲気であ る。各学校行事 は もちろん、授業で も全学年合

同で行 うこと も日常的 にある。生徒 は押 しなべて明る く、素直で、学 習や行事の活動 に熱心

に取 り組む。小人数 による長所 と して、教員の指導が行 き届 き、何 かを活動す るときの小回
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りもきくという面が ある。一方短所 と して、指示 された もの以上の ことは しないとか、で き

ない ときはや って もらえ るとい った甘えの面 も現れ る。 したが って、生徒の 自発性、積極性

が生かされる教育活動、責任感が生まれる教育活動が望まれる。また、活動を通して生徒の

自己表現能力 も伸ば したい。

5単 元学習指 導計画における仮説 と検証の視点

(1)1学 年

時 指 導 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

1 地元に古 くか ら伝わる事柄につい
て考える。
自分のやれそうなことを選んでみ
る。

最近では目立たなくなったが、生活に密着
していて、以前は自分の家で行 っていたこ
とに気付 くだろう。

気付いた事柄をよく
発言できたか。

2 自分の選んだ事柄について、詳 し
い人に話を聞 き、まとめてみる。

人を探す、質問する、まとめるといった活
動を通 して、自発性、積極性、整理する力
が高 まるであろう。

うま く質問 し、 ま と
め られたか。

3 材料や道具を集め、実際にやって
みる。

自分のまとめた もの、用意 した ものでや っ
てみ ると、時には工夫が必要な点、不十分
な点 も出るだろう。そういった点を創意工
夫 し、それを乗り越える面白さに気付かせ
たい(同 時にごみの活用 も考える)。

予定 していた物に近
い物ができたか。
実用に耐えるか。安
全性にも配慮。

4 自分でやってみたことを説明でき
るようにまとめる。

教わ ったこと、自分で苦労 したこと、工夫
した ことをまとめることにより、さらにそ
の事柄 に対す る理解や興味が深まるだ ろ
う。

客観的に見て分かり
やすい説明の準備が
できたか。

② 全学年

時 指 導 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

5 1年 生の発表を聞 き、自分の興味
あることを決める。 グループごと
に打合せをする。

発表することにより表現力が付 くだろう。
また、関心 も高まるだろう。幾つかのテー
マをあ らか じめ設定 し、その中か ら自分に
興味あるテーマに取 り組む。これによ り、
自主性 も高まるだろう。

自分が経験 した こと
工夫 した ことが うま
く伝え られたか。 自
分たちが中心 となっ
て活動 している意識
が見られたか。

6 聞き取 り、準備など実行計画をた
てる。

詳 しい人か ら話を聞 き、で きそうな部分を
検討 し、まとめる。材料や道具の工夫によ
り、各 自の創造性が問われる。

廃棄物の活用 も考慮
で きたか。

7-

8
0σ

グループに分かれて計画を実行す
る。
(本時)

グループでまとめたもの、準備 したものを
やってみる。時には工夫が必要 となる。ま
た、や ってみて不十分な点を補 う必要 も出
る。各 自の実行力、創造性、協調性が試 さ
れ る。

予定 していたものに
近 い ものが で きた
か。

10 グル ー プ ごとにま とめ る。 準備か ら完成までの努力や苦労が伝わるよ
うにまとめ る。 自己表現能 力を伸ば した
い。

互いに協力 して取 り
組めたか。
達成感を味わえたか。

◎ 今回の 「地域学習」で設定 した グル ープは次 の通 りである。

ア

イ

ウ

工

突 きん棒を作 って魚を獲 るグループ

海藻 を採 って、海藻サ ラダ ・汁 もの ・トコロテ ンなどを作 るグループ

さっ まい も料理 を作 ってみるグルー プ

炭を焼 く(作 る)グ ループ

◎ 最終発表 は実物や プ リン ト等 を用 いて、文化祭で行 う。
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6本 時の学習指導'

(1)題 材 「地域学 習」

② 本時のね らい

ア 計画 ・準備 した ものを実際 にや ってみ る。

イ グループ ごとにアイデアを働かせ、協力 して取 り組 ませ る。

ウ 環境問題に関心を もたせ る。

(3)本 時の授業仮説

ア 計画に従 い役割 に応 じて各 自が行動す ることによ り、主体的 に取 り組 む態度、能 力が要

求 され るだろ う。

イ 事前にいろいろ考 えて準備 して も、実際 にや ってみ ると足 りないことや、分か らない こ

とが出て くるものであ る。 自分で工夫 して解決す る場面で は各 自の創造力が問われ るだろ

う。また、 グループで相談 して解決す る場面で は、 さらに自分の意見 を相手に伝 えた り、

相手の考えを理解 し協調 して決断す る力が問われ るだろ う。

ウ 実際に取 り組む ことによ り、その物 に対す る関心や、場合 によっては愛着が高ま るだろ

う。 また、それを今 まで行 って きた人への尊敬 の念 も生まれ るだろう。

工 環境問題 に関心を もち、物を大切 に扱 う気持ちが生 まれ るであろ う。

(4)展 開

学 習 指 導 教師の支援 ・指導上 の留意点 検証の視点(方 法)

導 活動の準備 グループ ごとに用意 がで きているかの確認 要領 よ くで きてい るか
(観 察)

入

展 体験学習 開始 グループごとに別れて活動開始 作業の進み具合を点検
開 完成品を持ち寄って試食会 安全確認 協力 しているか

安全性の確認
(観察 ・助言)

ま
と
め

片付け 協力 して手際 よく 同上

(5)評 価

ア 野外で の活動 であ り、普段使 い慣れ ていない道具を使用す るなど、安全面 での危惧が

あ ったが、生徒、教師それぞれが気 を配 り、一つの事故 もな く行 うことが できた。

イ 教室内で は味わ うことので きない解放感 の もと、各 グル ープが今 までの成果を持ち寄 り、

楽 しむ ことがで きた。

ウ 時間的に厳 しい班 もあ ったが、時間配分 に気 を配 った結果、すべての グループが時間内

に終え ることがで きた。

工 準備か ら片付 けまで、職員を含む生徒全員で取 り組み、手 際よ く行 うことがで きた。

(6)授 業仮説に対す る評価

前段の準備の段階か ら係分担がで きてお り、用意する道具や材料 など も協 力 して準備 でき

た。係分担が細分化 されてい るグル ープは取 り組みが 自主的 にスムーズにい ったが、分担が

はっきりしていないところで は、譲 り合いのよ うな形での消極的な面 も見 られた。
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実際の取 り組 みの中で幾っか のハ プニ ングが生 じた。突 きん棒の グループではいざ出発の

段階でゴムの点検 を した ところ、外れて しま った。 よ く見 るとゴムの縛 り方が反対であ った。

もう一 人は水中で岩 を突いてヤ ジ リを折 って しまう。刃を薄 く研 ぎ過 ぎたよ うで あった。海

藻 グループで はサラダを全員分作 るのに、 トサ カノ リの分量が 難 しか ったよ うである。 また、

ゼ リーを多 く作 り過 ぎて食べて もらうのに大変であ った。 さっまい もグループは野外での火

の強 さが思 うように得 られず苦労 した。 また、思 った以上 に食材が油を吸い、予定 とは若干

違 った食べ物 にな った。炭 グル ープは火の起 こし方 でつ まずいたが、 その後効率的 に火力を

維持す るための工夫を行 い、使 う炭を最小限に した。それぞれハプニ ングがあ ったに もかか

わ らず、各 自が アイデアを 出 し無事成 し遂げ ることがで きた。

今 まで何気 な く使 った り、食べた りして いた物を、今回の授業で実際に自分で作 った こと

によ り、それ らの物に対す る理解や関心 は各 自な りに深ま った と見受け られ る。

今回 「突 きん棒」 と 「炭」の グループは廃材 を利用 しての取 り組みであ った。やや もす る

とその まま見捨て られて しま ってい るもので も、少 しのアイデアと工夫 で再 び利用価値の高

い物 に変身す ることが体験 できた。 自然豊かで、比較的環境の良 い本島で もごみの問題 は深

刻である。 この取 り組みを通 じて、生徒の環境に対す る関心が少 しで も増 したと考えたい。

7成 果 と課題

本校で は昨年度 より裁量の時 間を活用 して地域学習 に取 り組んで いる。 この取 り組 みのた

めに特別活動委員会が組織 され、 その活動 の中心 となってい る。 昨年度は 「テ ングサにっ い

て」 と 「島の漁業や生活」につ いて グループに分かれて学習 した。 テ ングサにっ いては採取

して食べ るまでを実際 に体験 してみた。今年 は2年 目とい うこともあ り、地域の中での学習

にち ゅうち ょは見 られなか った。 今回の取 り組みの中の海藻 グループは、上級 生が中心 と

なって昨年の学習が生か されていた。

今年は特 に生徒 の自主的な活動 を前面に出 し、教師の活動は補助的 な ものになるように配

慮 した。 その結果、訪問 したい家 とうま く連絡で きず諦 あた り、聞 きに行 って断 られ る と

い ったケース も出て、 「うま くいかない こともあ る」とい う思わぬ経験 もで きた。

今回の実践 を通 して、単元のね らいはおおむね達成 できた と考 え られ るが、課題 も見えて

きた。実践の中で生徒 だけで はどうして もよいアイデアが浮かばず、最終的には教師のア ド

バ イスを受けて しまうとい う場面が あった。 「自分で考え判断 し、主体的に問題解決 してい

く態度 ・能力を育て る」ね らいがあ ったが、考えてみる と、何 もないところか らアイデァを

出す とい うことは、大人(教 師)に とって も困難な ものであ る。 ただ、大人の場合は生徒 よ

りも多 くの経験を してお り、その分 よ り広い知識の中か ら工夫や創造を しやす いといえる。

そ ういった点か ら考え ると、教 師 として は事前 に生徒 に少 しで も多 くの事例や ヒン トを与え

ること も生徒 のアイデアを導 くためには大切なのではないか と感 じた。 こうい った場合、指

導す る側の教師自身の豊富な知識や経験が問われて くるだろ う。また、体験学習の場合、地

元の人 々か ら学ぶ場面 も多 い。学習す るのは生徒だ とい うことで はな く、教師側 も同時 に学

習 して い く姿勢が大切であろ う。 また、 その ような姿勢を教師側が もたないと、よい結果 は

望めないように思え る。 「生徒 に問 うことは、それ以上 に教師 自らに も問われて いる」とい

うことを痛感 した。
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VI研 究の成果と今後の課題

〈仮説①=主 体的に課題 に取 り組 み、解決 してい く学習活動 を通 して、 自ら学ぶ意欲、学ぶ力

が身に付 くであろう〉 について

どの検証授業において も、児童 ・生徒が 自らの興味 ・関心 に基づいた題材を選ぶ ことか らス

ター トし、 自分たちで調べ、 まとめた内容を具体物あ るいは ビデオや コンピュータを駆使 した

作品 と して 、発表 し、相互評価 しあ うことで学習活動が一区切 りつ く、 という流れで研究を進

めて きた。 その結果、興味 ・関心 を起点 と し、具体物やマルチメデ ィア機器を活用 した発表 に

至る体験 的学習活動 は、子 ど もたちのや る気を大 いに刺激す ることが分か った。 この際最 も大

切 なことは、学習活動 のスター ト地点で、子ど もたちが本 当に没頭 で きるような題材 に出会え

るまで、根気 よ く教 師が支援 してい くことであ る。知識 や技能を効率 よ く獲得 させ る とい う発

想で はな く、多少遠回 りで も、 自分たち自身の課題 と して意識 し、体験で きる活動が動 き出す

まで、教師は一歩下が って見守 る姿勢が大切であることを感 じた。

反面、発表活動か ら子 ど もたち同士の相互評価 に至 る部分で、活発 なや り取 りがで きなか っ

た傾向が あ った。 この点 にっいては、以下の仮説②の部分で考察する。

〈仮説②=自 分の考えや思いを もち、 それを表現す るという活動を通 して、よ り思考が深 ま り、

お互いを理解 し尊重 しようとする態度が培われるであろう〉 について

今年度 の検証授業で は、 どの子 どもも自 らの課題意識 を強 くもち、よ く調べ、調べ たことを

熱心にま とめることがで きた。 さらに、 まとめ上 げた ことを互 いに発表 しあい、評価 しあ う体

験の中か ら、他の人の見方 ・考え方に触れ、 もう一歩 自分 の考えを深 あることが で きるので は

ないか と考 えて いた。結果的 には、 自らの課題解決や作品の作成には全力を傾 け ることがで き

た。 しか し、そのエネルギーを、友達 の作品にっ いての理解 と評価 に も向 けてい くことについ

て は十分 であ った とはいえず、今後 の課題 と して残 った といえ よう。

本報告書 の冒頭で、へ き地 ・小 規模校の子ど もの特徴 として 「競 った り高め合 った りす る体

験の不足」 を指摘 したが、お互いに評価 しあ うことによ って、 さらにお互いを高め合 うことが

で きるとい うことを、検証授業の中だけでな く、年間を通 した学習活動や学級づ くりの中で繰

り返 し体験 させてい くことの大切 さを改めて感 じた。同時に、へ き地 ・小規模校 の子 ど もたち

は 「自分 の考えや気持 ちを表現す ることが不得手」 と言 われ る傾向 もあるが、それぞれの検証

授業 において、具体物や ビデオ レター、 ホームペ ージ、 コンピュターネ ッ トワー ク等、発表形

態 に様 々な工夫を凝 らす ことによって、表現活動 に対する子 ど もたちの苦手意識 を克服で きる

可能性を見いだす ことがで きた。直接経験 と間接経験双方 のよさを生かす工夫 によ って、表現

活動が本来 もってい る楽 しさを子 どもたちが体験す るきっか けとな ったと考える。

〈仮説③=地 域 を知ることで、関心が高 ま リ、地域社会 の一員 と しての 自覚や郷土への誇 りを

もつであろう〉 について

自分たちの生 まれ育 った地域の素材 を、丹念に調べ、ま とめ る作業 の中で、身近 にあ りなが

ら気付かなか った地域 の特色 について、子 どもたちは改めて気付 くことがで きた。 それ らを具

体物や ビデオ画像、パ ソコ ンに入 力 した文字情報や イラス ト等を通 じて、よ り多 くの人に知 っ

て もらいたい とい う願 いが、 地域 社会の一員 と しての 自覚 や郷土へ の誇 りを もっ ことにつな

が ってい ったことは、 これ までの諸研究 と通 じるところであった。
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